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ようやく秋らしい爽やかな朝を迎えたこの日、集まっ
たのは“筋金入りの甘党”17名。会場には、すで
に甘い香りが漂っているような雰囲気でした。
お話をしてくださったのは「仏蘭西風洋菓子シトロ
ンヴェール」オーナーシェフの加藤浩嗣さん。2000
年にお店を開いてから、今年で25年。毎日ケーキ
を食べているのに太らない——その噂の
真相を明かしてくれました。理由はずば
り「パティシエの仕事は重労働だから！」。
見た目以上に大変な仕事だということが、
容易に想像できました。

▲シトロンヴェール 加藤浩嗣 氏

甘いものとの上手な付き合い方
今回は、郷土史研究家・田内雅弘
さんをお迎えし、「女性差別撤廃に尽
力した 市川房枝さんを育んだ原点を
探る」と題した講演会を開催しました。

当日は、大型パネル14枚、自作DVD、スラ
イド90枚以上、A4資料17ページという圧巻の
準備で登壇。すべてご自身で手がけた資料から
は、市川房枝さんの思いを一人でも多くの人に
届けたいという強い情熱がにじんでいました。

～心も体も元気に～
ようやく秋らしい爽やかな朝を迎えたこの日、集まっ
たのは“筋金入りの甘党”17名。会場には、すで
に甘い香りがただよっているような雰囲気でした。
お話をしてくださったのは「洋菓子シトロンヴェール」
オーナーシェフの加藤浩嗣さん。2000年にお店を
開いてから、今年で25年。毎日ケーキを食べてい
るのに太らない——その噂の真相を明かしてくれま
した。理由はずばり「パティシエの仕事は重労働だ
から！」。見た目以上に大変な仕事だということが、
容易に想像できました。

甘いものは脳を幸せにしてくれる反面、つい食べす
ぎてしまう危険もあるそうで、「甘い麻薬なんて呼
ばれるんですよ」と加藤さん。でも大丈夫、ちょっと
した工夫で上手につき合えるとのこと。コツは、①
午後3時に少し楽しむ、②お友達と一緒に食べる、
③特別な日にごほうびとして。聞いているだけで
ケーキが恋しくなって来ました。

印象的だったのは、お客様から聞いた“ケーキの楽
しみ方”。「お気に入りのカップとお皿を出して、家
の中で一番好きな場所で食べるのよ」という言葉
に、一同うっとり。ケーキはお腹だけでなく、心まで
満たしてくれるんだと感じさせられました。
加藤さんのお店では、ホールケーキを通して“家族
の幸せ”を届けることを大切にしているそうです。ス
タッフにも自由な発想でケーキを作ってもらい、明
るく楽しい雰囲気の職場づくりを心がけているとの
こと。その空気が、あのやさしい味わいにつながって
いるのかもしれません。
講演の最後には「ロールケーキの上手な切り方」の
実演もあり、会場は大盛り上がり。お弁当と一緒
にデザートとしてお付けし、食事中も甘い幸福感
に包まれていました。

甘いものは脳を幸せにしてくれる反面、つ
い食べすぎてしまう危険もあるそうで、「甘
い麻薬なんて呼ばれるんですよ」と加藤さん。でも
大丈夫、ちょっとした工夫で上手につき合えるとの
こと。コツは、①午後3時に少し楽しむ、②お友達
と一緒に食べる、③特別な日にごほうびとして。聞
いているだけでケーキが恋しくなってきました。

印象的だったのは、お客様から聞いた“ケーキの楽
しみ方”。「お気に入りのカップとお皿を出して、家
の中で一番好きな場所で食べるのよ」という
言葉に、一同うっとり。ケーキはお腹だけで
なく、心まで満たしてくれるんだと感じさせ
られました。

講演の最後には「ロールケーキ
の上手な切り方」の実演もあり、

会場は大盛り上がり。お弁当と一緒
にデザートとしてお付けし、食事中も甘
い幸福感に包まれていました。

今やコンビニでも気軽にケーキが買える時代で
すが、世界にひとつだけの“マイケーキ屋”を持つ
のも素敵なこと。特別な日にあなただけのプレミアム
なケーキを注文してみては如何でしょうか。きっと
人生も少し甘く、少し楽しくなる—そんな気持ちにさせ
られるひとときでした。

講師：加藤浩嗣 氏
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